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 暑い日差しが降り注ぐ中，たくさんの笑顔とパワーが校庭中に花開

いた運動会が終了しました。地区コミュニティの皆様の御尽力によ

り，今年も立派な緑門が立ち，運動会に花を添えていただきました。

たくさんの方々の力を結集して開催された運動会，多くの感動を味わ

うことができました。心より御礼申し上げます。 

 さて，実りの秋を迎えました。学校ではこれから学力向上にスポッ

トを当てて取り組んでいきたいと思います。 

全国学力・学習状況調査 本校の結果（平成28年4月19日実施） 

 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

本校 ７６．９ ５３．３ ８１．６ ４８．５ 

全国 ７２．９ ５７．８ ７７．６ ４７．２ 

Ａ問題 → 身に付けておかなければ後の学年の学習内容に影響を及 

ぼす内容，実生活において不可欠な知識・技能 

Ｂ問題 → 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力・様々な課 

題解決のために構想をたてて実践し評価・改善する力 

国語Ｂを除き，全国平均・県平均を上回る結果でした。しかし，学

力を経年で見ていくと，学年が進むにつれて本来その子がもっている

力を発揮できていないという実態が，本校は顕著に見られます。この

実態を踏まえ，学校では「授業の在り方」，家庭では「生活習慣・家

庭学習」を今一度見直すことが必要である考えます。 

学校：教師のしゃべりすぎをなくし，授業に主体的に関わらせる手立

ての工夫・子どもの反応に敏感になるなど，授業を変える取組の実践 

家庭：生活習慣・学習習慣の定着は低学年で。その実りは高学年で 

低学年では授業が最重要。そして学校の宿題をきちんとしていれば学

力は明らかにプラスになります。ですから学校では授業の改善，宿題

（宿題も授業の一部）の出し方，発達段階に応じて宿題の内容・質・

量を考えて出す，家庭では宿題を必ずさせる（学習習慣を身に付けさ

せる）ことが大切です。そこには親の励まし・称賛・見届け等が必要

です。この親の姿・心がけが子どものやる気スイッチを ON にしま

す。上学年では，子どもたちの心に旺盛な探究心が芽吹くように，将

来の目標を持たせるために，毎日のコミュニケーションを心がけるこ

とが大切です。自発的なやる気や学習意欲が学力に大きく影響してき

ます。【やる気の〔ツボ〕は子どもによってさまざま。その子に適し

た支援の仕方を見つける。ただ「勉強しろ」では逆効果。やる気にな

るような言葉かけが効果的。「大きな目標」と毎日の生活の中で達成

を目指す「小さな目標」に分けて考える。小さな目標を地道にクリア

していくことが大きな目標の達成につながることを意識させる。】 

 

おのぶち塾「歴史探訪」の実施 

小学校3年生から中学校3年生までの約300人が参加して，おの

ぶち塾「歴史探訪」を１０月８日（土）に実施しました。三ヶ郷・古

城方面の史跡について地域の方から，体育館で 説明をしていただき

ました。その後，実際に現地を見学しました。地域を大切にしようと

する意欲や地域に貢献しようとする態度が育つといいなと思います。

主催してくださいました斧渕地区コミの皆様，御協力くださいました

地域・保護者の皆様ありがとうございました。 

 

稲刈りに挑戦 

１０月１７日（月），５・６年生が稲刈りを行いました。６月の田植

え，８月の草取りを経て，今年も黄金色の穂をつけた稲を一株ずつ鎌で

丁寧に刈り取っていきました。児童

は鎌で切ったり，ひもで束ねたり慣

れない作業に苦労しましたが，とて

も貴重な体験をすることができま

した。ＰＴＡ田んぼプロの皆様，御

協力ありがとうございました。 

 

 

【 あいさつ運動ポスター・標語コンクール 】 

 ポスター 優秀賞 １年 下川原   

標  語 入 選 ５年 有馬   

【 川薩地区社会科作品コンクール 】 

 特選 ３年 齋藤   

【 市陸上記録会 】 

５年男子 走り高跳び １位 矢野  

６年女子 １００ｍ走 ３位 小原  

５年男子 走り幅跳び ３位 平木 

 ６年女子 ４００ｍリレー ３位 下舞・後藤・上園・小原  

若 鮎 
入賞おめでとうございます 

《１１月の行事予定》 
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